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 はじめに
精神保健福祉士（PSW）を養成する教育
機関にとって、医療機関および非医療機関に
おける現場実習は、カリキュラム上極めて重
要な位置を占めている。遺伝的要因、学校・
職場・家族などの環境的要因、ストレスといっ
た心理的要因等の複雑な絡み合いが起因とな
り精神障害を発症すると言われているが、現
代のようなグローバル化した多様な社会にお
いて、その有病率は年々増加傾向にあるとい
う（内閣府‐平成25年版障害者白書‐参照）。
現場実習は、そのような人と直接関わりなが
ら、彼らの精神障害の状況や治療過程を家族
や社会といった背景の中で理解し、医師や看
護師、あるいは精神保健福祉士や作業療法士
らがどのように連携して彼らの治療や支援に
あたっているのかを知る重要な機会を提供す
る（井澤・柴原・山田，20151）；柴原・井澤・
山田，2015a 2）；柴原・井澤・山田，2015b 3）
参照）。
また、現場実習を通して実習生は精神に障
害のある利用者を総合的に捉え、日常生活援
助を中心に問題解決のプロセスを学んでいく
が、そこでは、初めて接した利用者とコミュ
ニケーションを図りながら彼らの気持ちを理
解し、彼らと適切な人間関係を構築していく
ためのスキルが要求される。しかし、最近
の青年の特徴として挙げられる社会性の欠
如、精神的未熟さ、あるいは対人関係からの
逃避（鳴沢，20004）参照）故に、現場実習に
おいてコミュニケーションを通して相手を理
解し、相手のケアを試みることには相当スト
レスを感じ、現場実習をリタイアするケース
も報告されている。PSWを目指す実習生が、
このような困難を克服し成長していくために
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は、実習で積極的に対人関係を築き，他者評
価による自己像を受け入れながら，自我を形
成していくことが大切となってくる（白鳥，
20005）参照）。
ところで、中村、足立、天野ら（2007）6）
は看護学生を対象とした調査結果からコミュ
ニケーションスキルと自我状態との関連性
を指摘している。また、井澤ら（2015）1）は
PSWを目指す実習生の対人援助におけるコ
ミュニケーションスキルが実習評価に影響を
及ぼす重要な要因であると述べている。ここ
から、実習生の自我状態と指導員による実習
評価との間に何らかの関連性があるのではな
いかと推測される。もし、そうならコミュニ
ケーションスキルと自我状態および実習評価
との間に三つ巴（トライアングル）の関係が
成立する。
そこで、精神保健福祉援助実習の事前学習
が始まる 3年次における自我状態のどのよう
な側面が、実際の現場実習における評価に影
響を及ぼし、これらとコミュニケーションス
キルの間にどのようなトライアングル関係が
存在するのかを検討する目的で調査を行っ
た。
方法
対象者　2010年から2015年の 6年間にかけて
4年次に精神保健福祉援助実習に参加したK
大学の学生で、データが利用可能な106名（男
性33名、女性73）を調査対象とした。ただし、
2015年度の実習生 8名は医療機関および非医
療機関の 2か所で実習を行ったため、データ
分析の対象は114名となった（表 1参照）。
調査方法　実習評価については、K大学が作
成した精神保健福祉援助実習評価表に記入さ
れた実習指導者の実習生に対する評価結果を
利用した。実習評価表は13項目から成り、項
目13は総合評価である。評価はAからDの
4段階で表し、それぞれ「優れている」、「良
好」、「普通」、「努力を要する」に対応してい
る（表 2参照）。なお、本研究ではA＝ 4、
B＝ 3、C＝ 2、D＝ 1のようにそれぞれの
評価段階を 4から 1の点数に変換してデータ
分析を行った。
また、自我状態の測定に関してはK大学
における心理検査法実習で実施された東大式
エゴグラム－新版 TEG Ⅱ（2006）7）の検査
結果を利用した。このスケールにおいて、自
我状態は①親の自我状態（P）、②大人の自
我状態（A）、③子どもの自我状態（C）に
区分される。さらに Pは父親的な役割を担
う批判的な自我状態（CP）と母親的な役割
を担う養育的な自我状態（NP）に、C は
もって生まれた自然な姿である自由な子ども
（FC）と親の影響を受けた順応した子ども
（AC）の自我状態に分けられる。質問項目
は、自我状態を測定する50項目に L尺度（Lie 
scale） 3 項目を加えた53項目から成ってい
る。これらの質問項目に対し、「はい」「どち
らでもない」「いいえ」の 3件法による回答
を求め、それぞれの回答に対して、 2点、 1
点、 0点を割り当て得点化した。
表1　各年度における男女別調査対象者の数
2010 2011 2012 2013 2014 2015
男性 6 9 4 8 2 3
女性 24 16 16 11 2 5
計 30 25 20 19 4 8
注）2015年度の実習生8名は医療機関・非医療機関の両方で実習を行った。
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結果
実習評価得点
実習評価表の各項目における評価点の平均
値および標準偏差を表 2に示す。項目 5「実
習指導者の指導助言を真面目に受入れ、それ
を活用しようとする姿勢があった」および項
目12「実習施設・関連施設の職員等とよい協
力関係を作ることができた」における評価点
の平均値はそれぞれ3.2と高いが、項目 7「利
用者を理解し、ニーズを把握することができ
た」では2.6、項目 8「利用者に対して適切
な援助ができた」および項目 9「集団に対し
て適切な援助ができた」においては、それ
ぞれ2.5と低いことが分かった。このことは、
指導員や職員と比べ、利用者との間に適切な
コミュニケーションに基づいた良好な人間関
係を構築することが実習生にとって困難で
あったことを意味している。
また、総合評価（項目13）と他の12項目と
の関係を調べるために相関分析を行った。そ
の結果、総合評価と他のすべての評価項目と
の間に有意な相関関係が見られた（表 3参
照）。そこで、12項目中どれが総合評価に影
響を与えているのか調べるために、総合評価
を目的変数、項目 1～12を目的変数とする強
制投入法による重回帰分析を行った。その結
果、12項目中、項目 3、6、9が有意であり、
項目 7に有意傾向が見られた（表 4参照）。
これは、実習指導者の「総合評価」に関する
情報の 9割近くが項目 3「常に積極的、主体
的に学習する姿勢があった」、項目 6「実習
施設・機関等の目的及び機能をよく理解して
行動した」、および項目 9「集団に対して適
切な援助ができた」の 3項目で説明できるこ
とを示している。この結果から、指導員によ
る総合評価は、実習生がどれだけ積極的・主
体的に集団に対する援助に関わっているか、
実習機関の目的や機能をどれだけ理解してい
るかによって判断される傾向にあることが分
かった。
表2　精神保健福祉援助実習評価表および各項目の平均値（Mean）と標準偏差（SD）
（評価点の参考基準）A優れている　B良好　C普通　D努力を要する 評価点
評価のポイント Mean SD
1．専門職としての倫理（人権擁護、守秘義務の尊重等の義務）をわきまえて行動できた。 3.1 0.91
2．仕事上の責任‐実習期間を通し出退勤時間・規則の遵守・連絡・報告等‐がよくできた。 3.1 0.88
3．常に積極的、主体的に学習する姿勢があった。 2.8 0.95
4．本人の設定した課題に対して積極的に取り組んでいた。 2.8 0.91
5．実習指導者の指導助言を真面目に受入れ、それを活用しようとする姿勢があった。 3.2 0.87
6．実習施設・機関等の目的及び機能をよく理解して行動した。 2.8 0.89
7．利用者を理解し、ニーズを把握することができた。 2.6 0.89
8．利用者に対して適切な援助ができた。 2.5 0.86
9．集団に対して適切な援助ができた。 2.5 0.85
10．実習記録をはじめ各種記録を適切に取り、整理・保管・活用した。 2.9 1.00
11．自分自身の性格・行動傾向についてよく自覚し、洞察しながら実習した。 2.8 0.92
12．実習施設・関連施設の職員等とよい協力関係を作ることができた。 3.2 0.87
13．総合評価（上記の1～12の各評価の総合評価として） 2.9 0.85
注）評価点はA＝4、B＝3、C＝2、D＝1に変換
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自我状態
5つの自我状態の素点の平均値を表 5に示
す。また、それぞれの素点に対しパーセン
タイル値を基準に 5段階に変換し得点化し
た場合の平均値も表 5に示す（ 1点＝ 0～
5％未満、 2点＝ 5～25％未満、 3点＝25～
75％未満、 4点＝75～95％未満、 5点＝95～
100％）。
変換得点による調査対象者の平均値に基づ
くエゴグラムパターンは図 1に示すように
AC優位型となった。このタイプは、人に気
づかいして「NO」と言えず、与えられた仕
事はこなせても、自ら先頭に立って何かを成
し遂げることに困難を覚えることを特徴とす
る（東大医学部心療内科，2007）8）。
次に、 5つの自我状態の間の相関を調べる
と、①ACは CP および FCと有意な負の相
関関係にある、②Aは CP とのみ有意な正
の相関関係にある、③NPは FC と CP と有
意な正の相関関係にあることが分かった（表
6参照）。この結果は、実習生の平均的なエ
ゴグラムパターンが CPと FCが低くACが
高いAC優位型であることと対応している。
実習評価と自我状態との関係
実習の総合評価（項目13）と自我状態の下
位尺度との関係を調べるために相関分析を
行った。その結果、総合評価とそれぞれの下
位尺度との間に有意な相関は見られなかった
（表 7参照）。ただし、その後の分析で、実習
評価の項目 3（r =.196, p <.05）および項目
4（r =.271, p <.01）は NPと、項目 9（r =.211, 
p <.05）はAと有意な正の相関関係にあるこ
とが分かった。つまり、「常に積極的、主体
的に学習する姿勢」や「本人の設定した課題
に対する積極的な取り組み」がみられたと評
価された実習生ほど、母親に象徴される養育
的な自我状態が高い傾向にあることが分かっ
た。また、「集団に対する適切な援助」がで
きたと評価された実習生ほど、事実に基づき、
表3　項目13（総合評価）と項目1～12との相関
項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
相関係数 .748** .645** .752** .761** .800** .832** .789** .760** .780** .639** .788** .784**
*p <.05  ** p <.01
表4　強制投入法による重回帰分析の結果
F(12, 101) = 63.46, p<.001
R = .940
R2 = .883
評価項目 β係数 t 値 有意確率
項目1 .069 1.145 .255
項目2 .071 1.356 .178
項目3 .178 2.974 .004
項目4 .029 .448 .655
項目5 .038 .532 .596
項目6 .213 3.346 .001
項目7 .115 1.689 .094
項目8 -.029 -.361 .718
項目9 .173 2.364 .020
項目10 .082 1.446 .151
項目11 .104 1.630 .106
項目12 .107 1.627 .107
表5　各自我状態における素点および変換得点の平均値（SD）
CP NP A FC AC
素点 9.6 (4.55) 13.1 (4.56) 10.2 (5.36) 10.2 (5.23) 14.4 (5.14)
変換得点 2.5 (0.96) 3.0 (1.14) 2.9 (1.00) 2.5 (1.08) 3.7 (0.98)
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物事を客観的かつ論理的に理解し、判断しよ
うとする大人の自我状態が高い傾向にあるこ
とも分かった。
指導員による実習の総合評価で、A評価は
33名、B評価は46名、C評価は30名、D評価
は 5名であった。上述したように、実習生の
尺度平均値によるエゴグラムパターンはAC
優位型であるが、図 2に示すようにA～ D
の評価ごとにおけるエゴグラムパターンには
やや違いが見られる。特に、A評価「優れ
ている」を受けた実習生33名の平均値に基づ
くエゴグラムパターンは、Aがやや高いN型、
B評価「良好」を受けた実習生46名では NP
がやや高いN型の傾向を示している。A評
価であった実習生の自我状態のA尺度が相
対的に高くなったという結果は、看護学生を
対象にした豊田・任・中井（1996）9）の調査
結果と一致している。
考察
本研究の目的は、実習生のコミュニケー
ションスキルと実習の総合評価および自我状
態との間に図 3のようなトライアングルの関
係が存在することを仮定し、三者がどのよう
に関連し合っているのか検討することであっ
図1　変換得点の平均値に基づくエゴグラムパターン
表6　5つの自我状態間の相関
CP NP A FC AC
CP 1 .410** .346** .383** -.253**
NP 1 .101 .414** -.102
A 1 .047 -.039
FC 1 -.357**
AC 1
*p <.05  ** p <.01
表7　総合評価と各自我状態（変換得点）との相関
CP NP A FC AC
総合評価 .005 .018 .130 -.080 .060
*p <.05  ** p <.01
図2　評価別（A～D）による各自我状態の平均値
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た。
まず、対人援助におけるコミュニケーショ
ンスキルに関係すると思われる評価項目 6、
7、および 8は、総合評価と正の相関関係に
あることが示された。つまり、コミュニケー
ションスキルが高ければ指導員による実習評
価も高い傾向にあることが分かった。そこ
で、これら 3項目に対する評価の合計が12点
中11点以上の実習生を高コミュニケーション
スキル群（15名）、 4点以下の実習生を低コ
ミュニケーションスキル群（10名）とし、両
者の平均のエゴグラムパターンを比較してみ
た。図 4に示すように、低コミュニケーショ
ンスキル群はAC以外の 4つの下位尺度が低
いAC優位型のパターンを示した。また、高
コミュニケーションスキル群では、ACが高
くAが相対的に高いN型のパターンを示し
た。この高コミュニケーションスキル群のエ
ゴグラムパターンは、まさに実習の総合評価
においてA評価を受けた実習生の平均のエ
ゴグラムパターンと一致する。
相関分析の結果では実習の総合評価とエゴ
グラムの各下位尺度との間に有意な相関関係
は見られなかったが、下位尺度といった個々
の要素ではなく、エゴグラムの全体のパター
ンに注目すると、トライアングルの関係に特
徴的な傾向が見えてくる。すなわち、コミュ
ニケーションスキルが高い実習生は、指導員
による評価が高い傾向にあり、そのエゴグラ
ムパターンはACが高くAが相対的に高い
N型であるが、コミュニケーションスキル
がやや低くなると実習評価もやや下がる傾向
にあり、そのエゴグラムパターンは、ACは
高いままであるが、Aがやや低下しNPが相
対的に高くなるN型を示す。さらにコミュ
ニケーションスキルが低下すると、実習評価
はさらに下がり、そのエゴグラムパターンは
ACが高く、他の尺度は相対的に低いAC優
位型となる。
ところで、看護学生の自我状態について
は、内・津田・高谷（1998）10）は NP と AC
が相対的に高いN型が多い傾向にあると報
告しているが、白鳥（2000）5）はむしろ FC
とACも相対的に高いNP優位型であるとい
う結果を得ている。その看護学生が目指す看
護師の理想的なエゴゴラムパターンは、親切
で寛容的、かつ共感性に優れ、良い人間関係
を築ける特徴を持つ「への字」を描くNP優
位型であるとわれている（飯田、金井、尾岸、
198611）；白鳥，20005）参照）。PSWの場合も、
医療関係に従事するということを考慮する
と、同様のエゴグラムパターンが望ましいと
思われる。
図3トライアングル関係
図4 コミュニケーションスキルの高低とエゴグラム
パターン
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本研究から、コミュニケーションスキルの
高低が指導員による実習評価の優劣と関連
し、さらにこれらが特定のエゴグラムパター
ンと関連していることが示されたが、これは
K大学で PSWを目指して勉強している学生
についてのものであり、医療福祉関係を勉強
している学生に一般化できるとは言い難い。
今後の研究課題である。
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